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コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
部
会
や

研
究
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
た
よ
り

「
イ
キ
イ
キ�

ワ
ク
ワ
ク
」
で
情
報
を
発
信
。
多

忙
な
現
場
の
先
生
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い

と
、
対
応
を
模
索
中
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

採
択
年
に
当
た
り
小
学
校
の
新
教
科
書
の

特
徴
に
つ
い
て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
生
活
を
見
つ
め
、
考
え
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
教
科
書
か
が
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

現
代
的
な
課
題
も
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
の
、

現
行
と
同
様
に
指
導
要
領
・
同
解
説
に
忠
実
な

内
容
。
そ
れ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
可
能

性
を
制
約
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
丁
寧
に
読

む
と
、
教
科
書
会
社
の
編
集
の
工
夫
も
あ
り
、

そ
こ
に
依
拠
し
て
授
業
内
容
を
広
げ
て
い
く
可

能
性
も
見
え
て
き
ま
す
。
以
下
、
特
徴
と
問
題

点
で
す
。

①�

学
習
指
導
要
領
・
解
説
、
教
科
書
検
定
制
度

が
自
由
な
学
び
を
阻
害
し
て
い
る
（
例
―
課

題
解
決
学
習
は
、
家
族
・
家
庭
領
域
に
限
定

さ
れ
る
）。

②�

「
生
活
の
見
方
・
考
え
方
」
の
強
調
と
型
に

は
ま
っ
た
「
学
習
の
進
め
方
」
―
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
。
解
決
で
き
る
も
の
し
か
課
題
に

な
ら
な
い
。

③�

「
協
力
」「
○
○
の

一
員
」「
感
謝
」　

家
族
・
家
庭
領
域

は
実
践
版
道
徳
？

　

伝
統
文
化
の
記

述
は
更
に
増
加
。

④�

「
持
続
可
能
な
社

会
」
と
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
関
連
の
ペ
ー

ジ
が
増
え
る
。
自

然
環
境
に
は
触
れ

る
が
、
人
権
尊
重

に
係
る
目
標
（
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
）
や
「
つ
く
る
責
任
」

の
記
述
は
皆
無
。

⑤�

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
用
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
。

⑥�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
多
様
性
を
意
識
。
他
国
籍
の

人
や
車
椅
子
の
人
の
図
や
写
真
が
入
る
。

⑦�

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
記
述
増

え
る
。

⑧�

防
災
に
つ
い
て
の
記
述
増
え
る
。

⑨�

人
工
科
学
物
質
に
つ
い
て
の
学
び
―
食
品
添

加
物
の
記
述
は
Ｋ
社
の
み
。
洗
剤
の
種
類

（
石
け
ん
と
合
成
洗
剤
）
記
述
は
Ｔ
社
の
み
。

�

（
共
同
研
究
者
）

子
ど
も
た
ち
の
生
活
か
ら
出
発
す
る
自
由
な
学
び
を
！

海
野
り
つ
子

家
庭
科
部
会




